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目的は，患者立脚でvalidation studyをきちんと行い，日本独自の国際的にも通用
し，A4判１枚程度に収まる簡便な評価である.
【肩関節の特殊性】①病変は関節のみならず軟部組織を含めたもの，②運動は複合
的で，肩甲胸郭間の動きとの総和である．さらに，脊椎変形などの外因により容易
に影響される．③疼痛は筋力や可動域に大きく影響.④ball ＆ socket joint である
が，その安定性は大きく軟部組織に委ねられ，安定性はその肢位により意味合いが
異なる．
【現評価の問題点】①医師側の評価が主であり，②評価にはbiasがかかる．③評価
は煩雑で時間がかかり，一般臨床家には敬遠されがちである．④疼痛， 可動域，
筋力，安定性は相互に影響しあっているが，その影響が評価に考慮されていな
い．⑤可動域や筋力を数値で表し比較するのは同一患者間でしか意味がな いが，
複数の患者間でその比較がなされている．⑥validation studyがされていな
い.⑦QOL評価がない．
【新スコアー作成過程】日本独自の生活様式を含めたADL評価項目68項目の設問
とVASによる安静時痛，運動時痛，夜間就寝時痛を加えた調査票をまず 15歳か
ら79歳の健常者(VASが3項目とも0)249名に回答してもらい，達成率を95％以上と
設定し，それに達しない16項目を削除した．さらに患 者327名の回答を加え，理解
度95％未満のものおよび地域差がある5項目を削除し，47項目とVASの3項目とし
た．また，28項目の設問よりなる QOL評価を作成した．ADLおよびQOL評価の各項
目の回答はリッカート式5段階とした．英語版を作り，trans-cultural adaptation作
業を進めた．多施設での大規模調査を繰り返し，医学統計学専門家の協力の下に統



計処理作業を進める．
1関町病院整形 2明海大歯学部数学


